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現
在
、「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル１
」
上
に
お
い
て
、「
保
守
と
革
新
の
近
現
代
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
以
下
「
保
革
Ｄ
Ｂ
」）

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
保
革
Ｄ
Ｂ
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
資
料
セ
ン
タ
ー
」）
が
所
蔵
す
る
二
つ
の
大
型
資
料
群
、

す
な
わ
ち
「
堤
康
次
郎
関
係
資
料
」
及
び
「
日
本
社
会
党
関
係
資
料２
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
度
に
日
本
学
術
振
興
会
科

学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
の
助
成
を
受
け
、
吉
田
順
一
委
員
長
（
資
料
セ
ン
タ
ー
前
所
長
）
の
も
と
編
成
さ
れ
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
が
そ
の
実
務
に
当
た
っ
た３
。
各
資
料
群
の
全
体
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
現
時
点
（
二
〇
一
四
年

一
〇
月
末
日
）
に
お
い
て
、「
堤
康
次
郎
関
係
資
料
」
七
、
五
六
四
件
、「
日
本
社
会
党
関
係
資
料
」
八
七
〇
件
、
合
計
八
、
四
三
四
件
の

資
料
画
像
を
公
開
し
て
い
る４
。

　

資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
革
Ｄ
Ｂ
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
科
研
費
の
申
請
を
行
っ
て
き
た
が
、
不

採
択
が
つ
づ
い
た
。
そ
こ
で
、
大
日
方
純
夫
（
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
）
を
委
員
長
と
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
で
は
、
保
革
Ｄ
Ｂ
の

成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
大
き
な
枠
組
み
の
も
と
で
、
新
た
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
想
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
度
、
二
〇
一
四
年
度

「
社
会
運
動
情
報
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
想
と
現
状

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
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の
科
研
費
助
成
を
受
け
た
「
社
会
運
動
情
報
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
以
下
「
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
」）
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

一　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要

　

社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
は
、
資
料
セ
ン
タ
ー
及
び
早
稲
田
大
学
現
代
政
治
経
済
研
究
所
（
以
下
「
現
政
研
」）
が
所
蔵
す
る
社
会
運
動
関
係
資
料

を
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
し
、
そ
の
情
報
を
整
理
・
統
合
し
て
広
く
国
内
外
に
公
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
含
ま

れ
る
資
料
群
が
一
部
重
複
す
る
な
ど
、
保
革
Ｄ
Ｂ
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
公
開
方
法
に
つ
い
て
は
、

双
方
の
統
合
（
保
革
Ｄ
Ｂ
の
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
へ
の
統
合
、
あ
る
い
は
よ
り
上
位
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
で
の
併
存
）
も
視
野
に
、
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

大
学
に
関
わ
る
歴
史
資
料
の
収
集
・
保
管
・
公
開
を
目
的
と
す
る
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
実
践
・
社
会
運
動
に
深
く
関
わ
っ
た
早

稲
田
大
学
の
教
員
で
あ
る
安
部
磯
雄
・
北
沢
新
次
郎
・
浮
田
和
民
ら
の
関
係
資
料
、
及
び
早
稲
田
大
学
出
身
の
政
治
家
で
、
戦
前
、
近
衛

文
麿
の
も
と
で
新
体
制
運
動
を
推
進
し
、
戦
後
、
社
会
党
左
派
に
属
し
た
風
見
章
と
そ
の
私
設
秘
書
・
志
冨
靭
負
の
各
関
係
資
料
な
ど
を

受
け
入
れ
て
き
た
。
ま
た
、
日
本
社
会
党
関
係
資
料
な
ど
、
大
学
の
枠
を
超
え
た
よ
り
包
括
的
な
社
会
運
動
関
係
資
料
も
あ
わ
せ
て
受
け

入
れ
て
き
た
。
一
方
、
現
代
世
界
が
直
面
す
る
課
題
を
学
際
的
に
研
究
し
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
現
政
研
も
、
労
農
党
委

員
長
を
は
じ
め
社
会
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学
教
員
・
大
山
郁
夫
の
関
係
資
料
等
の
収
集
に
当
た
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
両
機

関
の
所
蔵
資
料
は
、
大
学
と
社
会
・
社
会
運
動
の
関
係
を
問
い
、
大
学
の
社
会
的
位
置
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
特
徴
あ
る
資
料
群

で
あ
り
、
ま
た
、
戦
前
・
戦
後
の
社
会
・
社
会
運
動
の
連
続
と
断
絶
の
関
係
を
考
察
し
て
い
く
上
で
も
、
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
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も
の
と
い
え
る
。

　

社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
は
、
こ
れ
ま
で
両
機
関
が
個
別
に
管
理
・
公
開
し
て
き
た
社
会
運
動
関
係
資
料
を
統
合
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
学
の
社
会
的
貢
献
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
、
ま
た
市
民
運
動
が
高
ま
り
を
み
せ
る
時
代
状
況
の
な
か
で
、「
大
学
と
政
治
・

社
会
」、「
社
会
運
動
に
お
け
る
国
際
的
連
帯
」、
あ
る
い
は
「
右
派
と
左
派
と
の
総
合
的
把
握
」
と
い
っ
た
社
会
運
動
史
に
お
け
る
新
視

角
を
提
供
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
る
対
象

　

科
研
費
の
助
成
に
基
づ
き
、
二
〇
一
四
年
度
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
る
対
象
は
、
次
の
四
つ
の
資
料
群
（
合
計
五
、六
六
一
件
）
で
あ
る
。

 

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料

　

①
安
部
磯
雄
文
庫 
五
三
八
件

　

②
日
本
社
会
党
関
係
資
料 

三
、二
六
九
件

　

③
風
見
章
関
係
文
書
（
二
〇
〇
五
年
度
寄
贈
分
） 

一
九
二
件

 

現
政
研
所
蔵
資
料

　

④
大
山
郁
夫
関
係
資
料
（
大
山
家
寄
贈
分
） 

一
、六
六
二
件

　

上
記
の
各
資
料
群
は
、
お
お
む
ね
文
書
類
（
原
稿
・
草
稿
類
を
含
む
）、
冊
・
綴
（
刊
行
物
を
含
む
）、
書
簡
、
写
真
な
ど
の
諸
資
料
に
よ
っ
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て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
一
件
毎
に
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
入
力
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
メ
タ
デ
ー
タ５
を
統
一
す

る
。

　

各
資
料
群
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
紹
介
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
そ
の
要
旨
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。

ま
ず
「
安
部
磯
雄
文
庫
」
は
、
東
京
専
門
学
校
・
早
稲
田
大
学
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
根
ざ
し
た
社
会
運

動
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
昭
和
戦
前
期
に
は
社
会
民
衆
党
・
社
会
大
衆
党
の
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
し
た
安
部
磯
雄
（
一
八
六
五
〜
一
九
四

九
）
の
関
係
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
①
一
九
六
四
年
度
に
安
部
が
長
く
部
長
を
務
め
た
野
球
部
の
合
宿
所
「
安
部
寮
」
か
ら
校

史
資
料
室
に
寄
贈
さ
れ
た
論
稿
・
演
説
資
料
・
新
聞
雑
誌
切
り
抜
き
帳
や
、
②
一
九
六
五
年
度
に
安
部
の
ご
令
嬢
・
丸
山
夏
氏
か
ら
校
史

資
料
係
（
校
史
資
料
室
か
ら
改
称
）
に
寄
贈
さ
れ
た
日
記
・
書
簡
・
原
稿
・
覚
書
・
写
真
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る６
。

　
「
日
本
社
会
党
関
係
資
料
」
は
、
時
期
・
経
緯
と
も
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
日
本
社
会
党
本
部
か
ら
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
社
会
科

学
研
究
所
（
の
ち
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
│
社
研
）
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
社
研
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組
（
一
九
九

七
年
）
を
経
て
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
所
管
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る７
。
資
料
目
録
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
そ
の
全
体
を
カ
バ
ー

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
整
理
の
完
了
し
た
①
「
党
中
央
」
＝
各
種
通
達
類
・
活
動
報
告
・
調
査
資
料
な
ど
党
本
部
関
係
資
料

（
一
部
を
保
革
Ｄ
Ｂ
に
て
公
開
中
）、
②
「
党
地
方
」
＝
本
部
へ
の
要
請
書
や
報
告
書
・
名
簿
な
ど
地
方
支
部
関
係
資
料
、
③
「
組
合
関
係
」

＝
要
請
書
・
陳
情
書
そ
の
他
労
働
組
合
・
協
同
組
合
関
係
資
料
、
③
「
綴
」、
④
「
冊
」
な
ど
の
分
類
か
ら
、
順
次
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
に
組

み
入
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
風
見
章
関
係
文
書
」
は
、
早
稲
田
大
学
出
身
（
一
九
〇
九
年
大
学
部
政
治
経
済
科
卒
業
）
の
政
治
家
・
風
見
章
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
一
）

の
関
係
文
書
で
あ
り
、
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
の
二
〇
〇
五
年
度
秋
季
企
画
展
「
野
人
政
治
家　

風
見
章
の
生
涯
」
を
機
に
、
曾
孫
の
風
見

翔
平
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
書
の
中
心
は
風
見
の
遺
し
た
日
記
と
手
記
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
部
分
で
あ
る
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一
九
三
六
年
か
ら
四
七
年
ま
で
の
日
記
・
手
記
・
論
考
に
つ
い
て
は
、
北
河
賢
三
・
望
月
雅
士
・
鬼
嶋
淳
編
『
風
見
章
日
記
・
関
係
資
料　

一
九
三
六
〜
一
九
四
七
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く８
。

　
「
大
山
郁
夫
関
係
資
料
」
は
、
大
山
郁
夫
（
一
八
八
〇
〜
一
九
五
五
）
没
後
、
夫
人
・
柳
子
氏
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
逝
去
）
に
よ
っ
て
保
管

さ
れ
、
一
九
八
八
年
三
月
、
ご
令
息
・
大
山
聰
氏
よ
り
現
政
研
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る９
。
本
資
料
は
、
そ
の
後
、
現
政
研
内
に
設

置
さ
れ
た
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
整
理
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
広
く
学
内
外
の
研
究
者
に
公
開
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
も
完
了
し
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
容
易
と
な
っ
た
（
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
を
作
製
し
た
株
式
会
社
雄
松
堂
書

店
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
マ
イ
ク
ロ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
た
）。
そ
の
内
容
は
、
大
山
の
幼
少
年
期
か
ら
亡
命
以
前
、
ア
メ
リ

カ
・
ド
イ
ツ
留
学
時
代
、
ア
メ
リ
カ
亡
命
時
代
、
さ
ら
に
帰
国
か
ら
死
去
ま
で
の
全
生
涯
に
わ
た
る
資
料
及
び
書
簡
、
写
真
、
蔵
書
・
雑

誌
な
ど
で
、
大
山
郁
夫
評
・
研
究
を
含
む
。

　

な
お
、
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
た
「
大
山
郁
夫
関
係
資
料
」
に
は
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ヴ
文
書Ａ
よ
り
、

大
山
に
関
係
す
る
資
料
の
コ
ピ
ー
（
八
八
一
件
）
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
に
は
収
載
し
な
か
っ
た
（
マ
イ
ク
ロ
は
引
き
つ

づ
き
現
政
研
に
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
）。

三　

現
政
研
所
蔵
資
料
の
移
管
と
今
後
の
展
望

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
で
、
二
〇
一
四
年
夏
か
ら
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
作
成
を
開
始
し
、
現
在
、

業
者
委
託
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
入
力
作
業
と
、「
日
本
社
会
党
関
係
資
料
」
の
細
目
録
整
備
・
個
人
情
報
等
確
認
作
業
を
並
行
し
て
進
め
て

い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
想
時
に
は
現
政
研
所
蔵
で
あ
っ
た
「
大
山
郁
夫
関
係
資
料
」（
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ヴ
文
書
・
大
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山
全
集
関
連
資
料
を
含
む
）
が
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
一
日
、「
八
田
嘉
明
文
書
」（
一
、五
九
三
件Ｂ
）
と
と
も
に
資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
早
稲
田
大
学
が
有
す
る
社
会
運
動
関
係
資
料
を
一
元
的
に
所
管
す
る
こ
と
と
な

り
、
各
資
料
群
を
統
合
的
な
形
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
た
め
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

科
研
費
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
は
基
本
的
に
単
年
度
毎
の
申
請
と
な
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の
展
望
を
確
言
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
も
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
軸
と
な
る
の
は
、「
日
本
社
会
党
関
係
資
料
」
で
あ
る
。
前
記
し
た
よ
う
に
、
同
資
料
群
の
大
半
は
い
ま
だ
未
整
理

の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
力
を
借
り
つ
つ
、
さ
ら
に
整
理
の
歩
を
速
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
す
で
に
今
年
度
デ
ジ
タ
ル
化
を
達
成
し
た
「
風
見
章
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
度
に
そ
れ
を
補
完
す
る
資
料
群

が
同
じ
く
風
見
翔
平
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
て
い
る
し
（
現
在
整
理
中
）、
風
見
の
私
設
秘
書
を
務
め
た
志
冨
靭
負
の
関
係
文
書
（
九
九
六
件Ｃ
）

も
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
は
風
見
章
関
連
資
料
を
大
方
網

羅
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
有
用
性
は
さ
ら
に
向
上
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
次
年
度
の
科
研
費
申
請
に
は
「
浮
田
和
民
文
庫
」（
一
、九
一
六
件Ｄ
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
計
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
、

保
革
Ｄ
Ｂ
の
一
翼
た
る
「
堤
康
次
郎
関
係
資
料
」
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
そ
の
完
遂
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
社
会
運
動
」

と
い
う
枠
組
み
は
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
存
立
基
盤
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
そ
の
枠
組
み
の
適
用
を
厳
格
化
す
る
余
り
、
収

載
さ
れ
る
資
料
群
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。
作
成
委
員
会
で
は
、
社
会
運
動

Ｄ
Ｂ
に
対
し
て
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
多
彩
な
資
源
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
開
か
れ
た
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
も
担
わ
せ
つ

つ
、
段
階
的
に
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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註（
１

） 

早
稲
田
大
学
が
保
有
す
る
文
化
資
源
を
横
断
的
に
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
イ
ト
。
現
在
、
坪
内
博
士
記
念
演
劇

博
物
館
・
會
津
八
一
記
念
博
物
館
・
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
三
機

関
が
参
加
し
、
運
用
サ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
は
演
劇
博
物
館
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
室
が
管
理
し
て
い
る
。

（
２

） 

「
堤
康
次
郎
関
係
資
料
」
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
に
か

け
て
拓
務
省
政
務
次
官
・
衆
議
院
議
員
・
西
武
グ
ル
ー
プ
の
創
設
者

な
ど
と
し
て
日
本
の
政
・
官
・
財
の
分
野
で
活
躍
し
た
堤
康
次
郎
の

生
涯
全
般
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
堤
の
政
治
活
動
や

鉄
道
事
業
、
地
域
開
発
に
つ
い
て
の
文
書
が
大
半
を
占
め
る
。

 

　
「
日
本
社
会
党
関
係
資
料
」
は
、
社
会
党
分
裂
時
（
昭
和
二
六
年

〜
三
〇
年
）
の
右
派
社
会
党
関
係
の
史
料
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

党
本
部
・
地
方
支
部
関
係
、
労
働
組
合
・
協
同
組
合
関
係
、
平
和
運

動
・
国
際
関
係
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
豊
富
に
含
む
社
会
運
動
史
の

第
一
級
史
料
で
あ
る
（
後
述
）。

（
３

） 

保
革
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、「『
保
守
と
革
新
の
近
現
代

史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
つ
い
て
」
本
誌
四
二
巻
（
二
〇
一
一
年
三

月
）、「『
保
守
と
革
新
の
近
現
代
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
の
一
部
公
開

と
進
捗
状
況
」
同
四
三
巻
（
二
〇
一
二
年
二
月
）
を
参
照
。
な
お
、

本
誌
四
三
巻
以
降
の
収
録
記
事
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
運
用
す

る
「
早
稲
田
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
上
で
も
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４

） 

た
だ
し
、
著
作
権
や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
目
録
情
報
の

み
を
掲
げ
た
資
料
も
存
在
す
る
。

（
５

） 

Ｉ
Ｄ
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
体
）
／
分
類
／
目
録
Ｉ
Ｄ
（
各
資
料
群

毎
）
／
資
料
群
名
／
資
料
名
／
作
成
者
／
出
版
社
／
受
取
／
作
成
年

月
日
／
形
態
／
数
量
／
サ
イ
ズ
・
刻
字
／
備
考
。

（
６

） 

佐
藤
能
丸
編
「
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
所
蔵　

安
部
磯
雄
文

庫
目
録
」
本
誌
二
三
巻
（
一
九
九
一
年
三
月
）。
な
お
現
在
、
資
料

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
も
、
目
録
を
閲
覧
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
度
に
は
丸
山
夏

氏
の
ご
令
息
・
丸
山
達
雄
氏
よ
り
、「
安
部
磯
雄
文
庫
」
を
補
完
す

る
関
係
資
料
群
が
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
（
伊
東
久
智
「「
丸

山
達
雄
氏
寄
贈
安
部
磯
雄
関
係
資
料
」（
二
〇
一
二
年
度
寄
贈
）
目

録
」
本
誌
四
五
巻
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。

（
７

） 

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
梅
森
直
之
「
日
本
社
会
党
関
係
資
料
か

ら
戦
後
を
な
が
め
る
」『
改
革
者
』
五
七
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
一
月
。

前
掲
「『
保
守
と
革
新
の
近
現
代
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
つ
い
て
」

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
８

） 

風
見
章
の
経
歴
を
含
め
、
さ
ら
に
詳
し
く
は
、
望
月
雅
士
「「
風

見
翔
平
氏
寄
贈　

風
見
章
関
係
文
書
」
目
録
」
本
誌
四
五
巻
（
二
〇

一
四
年
三
月
）
を
参
照
。

（
９

） 

早
稲
田
大
学
現
代
政
治
経
済
研
究
所
（「
大
山
郁
夫
と
そ
の
時
代
」

研
究
グ
ル
ー
プ
）
編
『
早
稲
田
大
学
現
代
政
治
経
済
研
究
所
所
蔵　

大
山
郁
夫
関
係
資
料
目
録
』（
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
は
、

黒
川
み
ど
り
氏
に
よ
る
詳
細
な
解
説
が
付
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。



104

（
10
） 

前
記
『
大
山
郁
夫
関
係
資
料
目
録
』
に
よ
れ
ば
、「
当
時
ノ
ー
ス

ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
政
治
学
部
長
で
あ
っ
た
国
際
政
治
学
者
ケ
ネ
ス
・

Ｗ
・
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ヴ
（
一
八
八
六
〜
一
九
七
五
）
の
書
簡
・
研
究

等
を
集
め
た
も
の
で
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ヴ
は
亡
命
中
の
大
山
の
庇
護
者

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
部
に
大
山
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
」（
黒
川
み
ど
り
氏
に
よ
る
解
説
、
三
頁
）。

（
11
） 

「
八
田
嘉
明
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
現
代
政
治
経
済

研
究
所
（「「
満
洲
」
問
題
の
研
究
」
会
）
編
『
早
稲
田
大
学
現
代
政

治
経
済
研
究
所
所
蔵　

八
田
嘉
明
文
書
目
録
』（
雄
松
堂
出
版
、
一

九
九
六
年
）
を
参
照
。
本
文
書
も
「
大
山
郁
夫
関
係
資
料
」
と
同
様
、

す
で
に
マ
イ
ク
ロ
化
が
完
了
し
て
お
り
、
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
管

後
も
現
政
研
に
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
12
） 

望
月
雅
士
「「
志
冨
實
氏
寄
贈　

志
冨
靭
負
関
係
文
書
」
目
録
」

本
誌
四
四
巻
（
二
〇
一
三
年
二
月
）。

（
13
） 

檜
皮
瑞
樹
「
資
料
紹
介　

浮
田
和
民
文
庫
目
録
（
上
）（
下
）」
本

誌
四
一
巻
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
四
二
巻
（
二
〇
一
一
年
三
月
）。


